
H28 H29 H30 R1 R2 R3

1-1-1-3

学士課程で30％以上の学生にＴＯＥＩＣ

730点以上（又はこれに相当する能力）を

取得させる

30％以上 7.2% 11.1% 14.9% 17.1% 21.0% 27.4% ◆

1-1-1-3

大学院課程で60％以上の学生にＴＯＥＩＣ

730点以上（又はこれに相当する能力）を

取得させる

60％以上 10.9% 9.0% 11.6% 11.9% 16.5% 20.3% ◆

1-1-1-5
ジョイントディグリーを２プログラム以上

導入

２プログラム

以上
1 1 1 1 1 1 ◆

1-1-2-2
「国際化モデル研究室」を毎年５研究室以

上指定

年５研究室以

上
10 5 6 15 0 4

1-1-3-1

科目ナンバリング制度を平成30年度までに

導入する。（年次進行により平成32年度に

は全ての科目に対して設定を完了する。）

100%

（全科目）
81.9% 89.5% 97.1% 100.0% 100.0% 100.0% ◆

1-1-3-2
大学院のシラバスについて、平成29年度ま

でに全項目の日英併記への対応を完了

100%

（全項目）
100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% ◆

1-1-3-2
学部のシラバスについて、平成31年度まで

に全項目の日英併記への対応を完了

100%

（全項目）
100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% ◆

1-1-3-4
大学院課程におけるクォーター制導入科目

を60％以上に推進
60％以上 50.8% 58.0% 61.8% 61.1% 61.1% 60.6%

1-2-3-2

毎年、全教員の４分の３以上の者が必ずＦ

Ｄ（ファカルティ・ディベロップメント）

活動に参加

年75%以上 93.1% 91.3% 91.4% 74.5% 90.8% 76.4%

1-4-1-1
「ダビンチ（ＡＯ）入試」において、募集

人員を10％以上増加
10％以上増加 +25.0% +66.7% +66.7% +66.7% +66.7% +66.7%

2-1-2-1 外部資金の受入額を10％程度増加 10％程度増加 -2.1% +3.0% -20.0% -26.0% -17.5% -4.2% ◆

2-2-1-1

卓越した研究力を有する研究者５名以上

を、グローバルエクセレンス（外国人ユ

ニットや若手研究者が所属する教員組織）

等に配置

５名以上 2 4 5 7 9 10

3-1-2-2

国内外の卓越した研究者を交えたセミナー

を平成28～30年度においては年８回程度、

平成31～33年度においては年12回程度実施

年８回程度

（平成28～30

年度）、年12

回程度（令和

元～３年度）

18 21 15 12 8 8 ◆

3-1-3-1 地元企業等への就職率を10％以上増加 10％以上増加

+4.4ポ

イント

(18.1%)

+6.9ポ

イント

(20.6%)

+7.3ポ

イント

(21.0%)

+8.0ポ

イント

(21.7%)

+1.8ポ

イント

(15.5%)

+2.4ポ

イント

(16.1%)

◆

4-1-1-1
論文全体に占める海外の研究者との共著論

文の割合を25％以上
25％以上 22.2% 21.7% 26.7% 22.3% 28.9% 23.7% ◆

4-1-2-1

海外の大学との派遣・受入に関する調整や

海外の企業等との調整等の活動を実施する

連携拠点を海外に３カ所以上整備

３か所以上 1 4 5 5 5 4

4-1-3-1
国際交流協定について、協定校数を20％程

度増加
20％程度増加 +14.3% +21.4% +23.8% +27.4% +27.4% +21.4%

4-1-3-2
大学院学生に占める外国人留学生の割合

30％以上
30％以上 28.4% 22.7% 21.9% 22.0% 14.6% 16.6% ◆

4-1-3-3
大学院学生に占める海外留学経験者の割合

25％以上
25％以上 15.3% 21.1% 19.5% 28.0% 22.0% 16.9% ◆

（別紙）
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